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あ　と　が　き

　『ガリア』第 50 号記念号のあとがきを、私事から始めさせていただくことをお
許しください。
　昨年 4月、大阪大学文学研究科に、フランス文学専門分野担当の准教授として
着任しました。改装されたばかりで掃除の行き届いた個人研究室の机の上に、す
でに必要なソフトがインストールされた新品のパソコンが置かれていました。壁
面全体を占める本棚の大半は、18 世紀以前の主要作家に関する重要文献や辞書類
で埋め尽くされています。ここで仕事ができる幸福に陶然としました。
　私は大阪大学で学んだことがありません。外部の目から見ると、「阪大仏文」は、
優秀かつ個性的な研究者を続々と輩出し、学会内で独特の存在感をもって君臨す
る恐ろしげな集団でした。ましてやここは、創設以来パスカル研究の世界的な拠
点のひとつであり、パスカリアンの端くれである私には、ひときわ輝きを放って
見える研究室でした。
　私がこの場にいられるのは、和田章男教授による法外な抜擢のおかげです。実
際、お声がかかった当初は舞い上がるような心地がしましたが、就任が内定した
ころから、はたして自分につとまるのかという不安で夜も眠れなくなったもので
す。今でも授業中はいつも冷や汗をかいています。よく知っているつもりのテク
ストを読んでいて、学生の発表から自分の誤解を思い知らされることもしばしば
です。しかし、文学研究者にとってこれほど恵まれた職場はめったにありません。
温かく迎えていただいたことに感謝しつつ、仏文研究室および本文学会のよりよ
き発展のために、ささやかながら全力を尽くす所存です。今後ともどうかよろし
くお願い申し上げます。
　さて、『ガリア』第 50 号は、記念号にふさわしい充実した内容となりました。
ご寄稿くださった多数の会員のみなさまに感謝いたします。また、査読を担当し
てくださった先生方、膨大な編集作業を迅速かつ適確に遂行してくれた学生諸君
にお礼を申し上げます。
　そして、お気づきの通り、今号から表紙が一新されました。ご考案くださった
のは、これまでと同じく辻村紀子さんです。古代ガリアの地図と、Oと Fを組み
合わせたロゴマークにご注目ください。辻村さん、すてきなデザインをありがと
うございました。 （山上　浩嗣）
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